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伊八、安房国長狭郡下打墨村（現在の鴨川市打墨）に誕生
５月21日嶋村唐四郎没
６月19日祖母死去（永泉寺過去帳）
高梨磯八、安房国長狭郡横尾村（現在の鴨川市横尾）に誕生
12月14日父・庄左衛門死去(永泉寺過去帳）
２月　粟斗薬王院本堂上棟

９月　鴨川市広場鏡忍寺祖師堂上棟
この頃、鴨川市広場鏡忍寺祖師堂蟇股２２面を製作
江戸堀ノ内（杉並区）妙法寺祖師堂上棟
師匠の市東半平とともに造営事業に参加

12月　鴨川市北小町舎那院欄間二面「恵比寿・布袋・大黒」を製作
12月　南房総市千倉町川合愛宕神社本殿彫刻を製作
南房総市千倉町牧田　下立松原神社・白幡神社本殿彫刻を製作
６月　君津市大坂岩田寺本堂「力士像」ほかを製作
１月　金乗院仁王門の彫刻を製作
３月　南房総市千倉町大川大聖院欄間三面「波に竜」「雲に麒麟」を製作
６月　鴨川市竹平西福寺本堂欄間三面「波に竜」「七福神」ほかを製作
　　　はじめて弟子の磯八の名が銘に記される。（磯八は17歳）
富津市見性寺本堂欄間三面「波に竜」「寒山・拾得」ほかを製作
この作の刻銘ではじめて「武志伊八郎信由」を名乗る
６月　鴨川市打墨金乗院大日如来堂向拝の竜・欄間「酒仙の図」を製作
鴨川市粟斗薬王院本堂欄間「竜虎の図」を製作

この頃　鴨川市広場鏡忍寺祖師堂欄間三面「七福神」を製作か？
鋸南町大行寺欄間「波に竜」を製作
南房総市千倉町瀬戸浅間神社本殿彫刻を製作

12月12日　長男？死去（永泉寺過去帳）
この頃、鴨川市横渚諏訪神社本殿彫刻を製作か？
二代信常誕生
この頃、鴨川市仲吉保八幡神社本殿彫刻を製作か？

いすみ市布施長福寺欄間三面「波に竜」「雲に麒麟」を製作
市原市飯給真高寺山門の彫刻を製作

この頃　南房総市府中宝珠院本堂欄間「梅に鳳凰」ほかを製作か？
いすみ市飯縄寺本堂向拝・欄間三面「天狗と牛若丸」「波に飛竜」ほかを製作
12月15日　母死去(永泉寺過去帳）

鴨川市平塚大山寺不動堂上棟
９月　鴨川市平塚大山寺不動堂彫刻を製作

９月　勝浦市覚翁寺欄間二面「波に竜」を製作
この頃　南房総市市部福聚院本堂欄間三面「波に竜」「波に犀」を製作か？
６月　南房総市山名智蔵寺本堂欄間三面「波に竜」「波に飛竜」を製作
９月　南房総市千倉町平館徳蔵院本堂向拝「波に竜」を製作
11月　館山市畑瑞竜院欄間三面「波に竜」「松に鶴」を製作
４月　いすみ市行元寺客殿書院欄間を製作　
8月25日　妻死去（永泉寺過去帳）
７月　大多喜町宝聚院欄間三面「波の竜」「松図」を製作
この頃、江戸堀之内妙法寺祖師堂向拝の竜を製作か？
２月　長柄町飯尾寺欄間三面「波に竜」「松に鶴」を製作　
６月　長南町称念寺本堂欄間の製作に着手「龍三態」
称念寺の欄間製作に、 2年間で45両余りの費用が生じる
三代信秘誕生

11月　長南町称念寺本堂欄間に「行年七十二翁」と銘を刻む
12月19日死去　 法名は徳叟良忍居士

八代将軍徳川吉宗没

山口志道（国学者）生まれる（鴨川市寺門）
鈴木春信らが錦絵（多色摺木版画）の技術を完成させる
田沼意次側用人となる（田沼時代）

この頃、遠近法を取り入れて奥行きを感じさ
せる浮世絵が「浮き絵」と呼ばれ流行する

杉田玄白・前野良沢ら「解体新書」刊行

武田石翁　本織村に生まれる

浅間山大噴火
天明の大飢饉
司馬江漢が西洋伝来の銅版画の制作に
成功する
この頃、江戸を中心に狂歌が流行する

徳川家斉十一代将軍となる

嶺岡牧で白牛酪の製造はじまる

伊能忠敬　全国測量を開始する

間宮林蔵ら　樺太探検

後藤義光（初代）北朝夷村に生まれる

赤字は鴨川市内所蔵の作品

www.ihachi.jp



稀代の彫工「波の伊八」を生んだ
江戸期の鴨川。

　房総半島南部の安房・上総ばかりではなく、相模や
江戸など広い範囲の寺社に優れた彫刻を遺した、稀代
の彫工・武志伊八（武志伊八郎信由）は、江戸時代半ば、
宝暦２年（1752）に、安房国長狭郡下打墨村（現在
の鴨川市西条地区打墨）で生まれた。
　彼は寺社の建築を飾るために、実に様々なものを
彫っているが、現代人の目から見ると、波の表現が優
れているとの評価を受けていることから、「波の伊八」
と呼ばれている。
　伊八の名前は、初代から五代およそ200 年にわたって、
昭和 29 年まで受け継がれた。何故、これだけの優れた
仕事を遺した工人が、この地に誕生したのであろうか？
　初代伊八が生まれ育った時期は、この地域でも、寺
社の建築を彫刻で飾ろうという気運が高まった時代に
当たる。そうした時代背景の中、伊八は長狭郡では最
初の彫物大工（建築彫刻専門の職工）としての人生を歩
むことになる。
　伊八は上総植野村の嶋村貞亮（市東半平）の弟子と
して腕を磨いたようである。それ故、伊八は江戸では
なく、上総の植野周辺で修行を積んだと考えられる。
実は、伊八が大成するうえで、この「江戸で修行を積
まなかった」ことが、ことのほか重要だったのではな
いだろうか。
　もし、伊八が江戸で修行を積み、仕事をしていたら、
どのような結果がもたらされたであろうか？嶋村流本
家でみっちりと修行を積んだとすれば、若い頃から高
い技術を体得できたであろう。しかし、それと同時に
嶋村家の流儀、あるいは江戸彫工の約束事など、知ら
ず知らずのうちに有形無形の拘束力や規制に縛られて
しまった可能性も高いのではないか。
　伊八の作には、房総南部をホームグラウンドにして、
この地域の人々の求めに応じながら、自分自身の裁量
で自由に鑿を振るったおおらかさが溢れている。また、
年代とともに変化してゆく様式からは、しなやかな柔
軟性が感じられる。
　その風通しのよさと自由さは、当時の文化の中心で
ある江戸から、物理的・感覚的にも、一定の距離を置
いた、微妙な隔たりを持つ安房の国に身を置いていた

からこそ、身につ
いたものではある
まいか。
　現在確認されて
いる限り、伊八が
師匠筋に当たる
「嶋村」姓を名乗っ
たのは、23 歳の
時の一回きりである。その他は自らの姓に基づく「武
士」「武志」を名乗っている。
　江戸で名高い「嶋村」のブランド力に頼るのではな
く、自らの名と実力で己の道を切り拓く覚悟を伊八は
持っていた。更に、この地の人々はそうした潔さをよ
しとして、若い伊八に仕事を与えた。
　そうした施主や地域の人々との関わりの中で伊八は
経験と実績を積み重ねながら、彫物大工として成長し
てゆく。伊八が仕事をする中で最も重視した点は何か。
それは、自分の作品を如何に、寺社の建築空間に緊密
に結び付けるか、という課題である。　伊八の作には、
見る人の視点からの距離や角度に対応した細心の工夫
が施されている。言葉を換えれば、彼の作は、建築の
空間に収められて、はじめて最大限の表現効果を発揮
するのである。
　彼の作は薄い材を用いていながら、実際以上のボ
リューム感・立体感を感じさせる。それは、伊八が、
見る人の視点を前提とした遠近法的な表現を意識的
に、そして巧みに使いこなしているからである。
　更に言えば、伊八は、自分の作を的確に設置するこ
とによって、信仰の場であり、同時に地域の公共施設
でもある寺社の建築に、その土地の人々が求めた最も
相応しい形で《活きた》空間を作り上げたと言っても
よいであろう。
　伊八は、この鴨川に生まれ、この地に住みながら、
彫物大工を一生の生業として、数々の名作を遺した。
これらの仕事は、彼が自作に記す「房州／安房國長狭
郡＝江戸期の鴨川」が生み出した、文化の中心である
江戸に匹敵する、あるいは江戸をも凌駕する地方文化
の一つの頂点と言っても過言ではあるまい。

　大山寺は奈良時代の神亀元年（724）良弁僧正の開基になると伝えられる。
中世以降は、天台宗に属し修験寺として大いに栄えたが、明治5年の修験道禁止令に
よって、真言宗に帰属することとなり、現在に至っている。本尊の不動明王は鎌倉時代
の作。
　現在の不動堂は享和2年（1802）に上棟され、翌年9月に伊八が二体の竜を向拝の空
間に据えて完成したものと思われる。飛竜と地龍を上下に配し、波頭から空へ立ち昇る
水気は雲となり雨を呼ぶ。竜の眼下には、清澄山系と嶺岡山系に挟まれた長狭平野が
広がり、さらに東には鯛の浦の沖合いまで見はるかすことができる。米どころ長狭に恵
みの雨を降らせる二体の竜は200年以上にわたって東の方角を見据え続けている。
　毎年5月第3日曜日は、柴灯大護摩修行と火渡り祭が行われ、一般の人も参加できる。

初代伊八の仕事の分布状況

日本サーフィンの発祥地、鴨川。前原海岸は日本の渚百選。 波に乗る犀（初代・伊八作品）

飛龍、地龍 初代・伊八52才作品大山寺
大山不動
千葉県 鴨川市 平塚 1723
☎ 04-7098-0178  

かもナビコード SPNG0003

東京から一番近い棚田・大山千枚田大山寺は関東三大不動の一つ



舞う恵比寿、眠る大黒 初代・伊八 30代前半の作品

伊八は、この地に暮らす人たちの願い、祈りを形にした。

鏡忍寺

酒仙、二百年の宴 初代・伊八 28才作品金乗院

　鏡忍寺は、日蓮聖人「小松原の法難跡」として有名な日蓮宗の寺である。
　文永元年（1264）11月11日（旧暦）の日暮れ時、日蓮聖人一行 10名ばかりは、
天津城主工藤吉隆の屋敷へ向かっていた。
　花房（鴨川市）の蓮花寺を発って、小松原にさしかかると、数百人の伏兵が聖人
一行を急襲した。かねて日蓮聖人に敵意をいだいていた地頭の東条景信とその手下
である。
　剛力無双の弟子・鏡忍房日暁は、かたわらの松の木を引き抜き得物として、良く
応戦したが打ち死にし、日蓮聖人も額に三寸の傷をうける。出迎えに来た工藤吉隆
により、九死に一生を得るが、吉隆自身は戦死する。
　この法難より17 年後日蓮聖人在世中、弘安 4 年（1281）に吉隆の子・日隆がこ

の地に妙隆山鏡忍寺を建立し、鏡忍房と吉隆を弔う。
　伊八作品は、平成 19年に新建築した祖師堂正面の欄間三面に飾られている。
　真中のタテ79㎝、ヨコ426 ㎝の欄間には「舞う恵比寿」。
　眠る大黒は、向かって左側に。米俵の上にうとうとする大黒様の耳たぶを、毘沙門
天が、もっと飲まんか！といわんばかりに引っ張っている。それでも大黒様は、大事
な打出の小槌はしっかり手にしているのが、微笑ましい。
　向かって左の面には、だいぶ聞こし召した布袋和尚。寿老人のすすめに、左手を振っ
て断っているように見える…でも結局は「もう一杯」。
　初代・伊八のユーモアとサービスのセンスが伝わってくる。
　祖師堂外面の蟇股 20面は伊八 20才頃の作品である。

　大正時代、彫刻家の高村光雲が大日堂を訪れ、彫刻の秀雅さは、関東では稀で
あると評した。
　大日堂は、平安時代初期に、弘法大師ゆかりの大日如来像を安置するために建
てられたといわれる。現在の大日堂は、昭和7年（1932）弘法大師一千百年遠忌
を記念して再建されたもの。
　大日堂正面のタテ 1.02m、ヨコ 3.59m の欄間に酒仙の図が彫られている。酒
仙は酒の好きな人、また酒仙童子は酒づくりの神様ともいわれている。7 人の酒
仙は、この大日堂で二百年間も、舞えや歌えの宴を開いている。
　左側で酒柄杓を頭上にかかげて踊る酒仙の白い足裏が目に入る。

●降神の槙
日蓮聖人が襲われたせつな、
大樹の上に法華経守護の鬼子
母神が出現。聖人が九死に一
生を得た、と伝えられる境内
の槙の木。

金乗院山門は、24才の初代伊八の作と43
才頃の四代伊八の作が同居している唯一の
例。
　大日交差点の向こうには、「波の伊八」
の生家跡があり、今は高石家の墓所となっ
ている。

大日堂向拝の龍。この写真は、雨上がりの石畳に写った空の青を反射して、白龍が青龍に。

鏡忍寺
千葉県 鴨川市 広場 1413
☎04-7092-0604  

かもナビコード SPKM0006

金乗院
千葉県 鴨川市 打墨 709
☎04-7092-2043

かもナビコード SPKM0007

初代伊八

四代伊八



吉保の青龍
初代・伊八 30代後半の作品吉保八幡神社

諏訪大明神の龍
初代・伊八30代なかばの作品諏訪神社

龍虎の勝負
初代・伊八 29才作品薬王院

波に龍・七福神
初代・伊八 26才作品西福寺

　郷社・吉保八幡神社の祭神は誉田別命。天長 6年（829）に吉保郷の鎮守として勧請、
文安年間（1444～ 48）に里見氏の家臣緒方茂次が祈願所として再建したと伝えられる。
本殿は神池の上に建っている。
　現在の本殿は天明年間（1785 頃）に造営されたと伝えられ、伊八 30 代なかばから
後半の作が向拝を中心に飾られている。中央に宝珠を握った竜、左右に「波に犀」の
図が配されている。厚みのある波の表現に伊八 30代の頃の作風がうかがえる。
　毎年9月の最終日曜日に稲作の豊凶を占う「吉保八幡のやぶさめ神事」が行われる。
矢の命中度で豊凶や適種を占う。

吉保八幡神社
千葉県 鴨川市 仲 253
☎04-7092-9231

かもナビコード SPNG0004

　旧郷社・諏訪神社の祭神は、建御名方命。南北朝の頃、信州（現長野県）高梨郷よ
り当地に移住した人たちが、南朝の天授 3 年（1377）に、信州諏訪郡の諏訪大社諏訪
大明神を勧請したといわれる。
　安永 8年（1779）12 月に社殿が再建され、享和元年（1801）に大造営を行った。
　本殿左右に龍の彫り物があり、向かって右側の龍には武志伊八郞信由の銘が入って
いるが製作年代は不詳。
本殿の外面にも、伊八の彫物が取り付けられている。諏訪神社

千葉県 鴨川市 横渚 812
☎04-7092-9231  

かもナビコード JN011143

　真言宗慈永山薬王院は、奈良時代天平年間（729～749）に、行基菩薩（東大寺建
立に尽力した渡来人の僧）の開基といわれる。
　薬王院本堂は宝暦 14 年 2 月（1764）に上棟、その後、安永 9 年（1780）に 29才
の伊八が製作した竜虎の図の欄間が飾られた。それ以来、その欄間周囲の空間はほぼ
そのままの状態で維持されている。限定された箇所でありながらも効果的な彩色が施
され、全体に豪華な印象を高めている。力が拮抗する竜と虎が互いににらみ合う緊張
感が全体に漲っている。一枚のクスから実に様々なものが彫り出されていることに驚
かされる。

薬王院
千葉県 鴨川市 粟斗 179-1
☎04-7092-4071  

かもナビコード SPKM0033

　西福寺は、曹洞宗の寺院で由緒は不詳であるが、「寺院明細帳」には永禄 2 年
（1559）長安寺（市内）五世・続翁和尚が創建とある。
　欄間の裏には「同郡（長狭郡）下打墨住、武志伊八、行年二十六歳、同弟子磯八、
干時安永六年丁酉六月」と刻まれている。
　明治末、伊藤左千夫、斉藤茂吉などととも親交のあったアララギ派の歌人・古泉
千樫（鴨川生まれ）が隣接する小学校の教師をし、一時寄宿していた寺でもある。
　千樫は後にこの寺の住職の奥さんを、自分の妻として迎える。

鴨川市には、都市との交流施設（農産物直売所・レスト
ラン等）・「みんなみの里」がある。

西福寺
千葉県 鴨川市 竹平 355
☎04-7092-0007  

かもナビコード SPKM0059

■薬師堂　
　堂の内外陣境の柱に、正保5年
（1648）の墨書があり、この頃の建
物と見られる。
　伊八が活躍した江戸後期のも
のと異なり、堂の廻りは、装飾彫
刻がなく簡素で、安房地方の中世
末期の建築特徴が認められる。

たてみなかたのみこと

ほむたわけのみこと

●鴨川生まれ　アララギ派の詩人（1886－1927）

古泉千樫 こいずみちかし


